
熊本県教育庁教育指導局義務教育課

Ⅴ 学⼒向上に向けた取組事例

１ 授業改善の工夫
①宇城市立松橋小学校 ②荒尾市立荒尾第一小学校

③菊池市立隈府小学校 ④山江村立山田小学校
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ポイント 「いざなう言葉かけ」で児童の「納得」を促進（国語科）

２ 学力向上に向けた特色ある取組 宇城市立松橋小学校

実践例

【本時の課題】

人物関係図を作成するために意見
を交流し，考えを広げよう。

【まとめ・振り返り】
・私は「クルルは心の奥で,ずっと
カララを信じていたんじゃないの
か」と思っていたけれど，みんな
の意見を聞いて「少しも信じられ
ないくらいつらい思いだったんだ」
という私が見つけられなかった思い
も発見することができました。

児童の思考の流れ

・課題

・見通し

・探求

・まとめ

・振り返り

・この時間で一番｢そうそう！｣
と思ったことは何でしょう。

・「わかった！」と思ったこと
は,どんなことでしょう。

・「今日の発見」を書きましょ
う。

・だれのどんな発言で，よくわ
かったのかまとめましょう。

・今日の学習で，明日につなが
ると思ったところはどこでし
ょう。

「いざなう言葉かけ」 ６年「風切るつばさ」

何？なぜ？

今日はこんな

勉強なんだ。

考え中

ああ、 そう かあ。

!

?

なるほど 今日

の勉強はこんな

ことだったんだ。

・長年取り組んでいる国語科の研究の中で，特に｢まとめ・振り返り｣に焦点をあてた内容です。
教師の「いざなう言葉かけ」により，児童が「その時間でわかるようになったこと」「納得した
こと」を言葉にして表現できるようにする学習を通して，学習内容の定着を図っています。
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・人権尊重，道徳性，児童相互及び教師と児童の信頼関係をすべての教育活動の基盤に置き，児童が過ご
しやすい環境作りに努めています。国語では，「説明文の全体を一枚のシートに示す（視覚化）」→
「読みの家（焦点化）」→「フリートーク（共有化）」により，学力を高めています。

ポイント 学ぶ内容の「視覚化」「焦点化」による学習意欲の向上と継続

１ 授業改善の工夫 ② 荒尾市立荒尾第一小学校

説明文を一枚に集約し，全体を俯瞰できるよう
にします。読み進める意欲も高まり，書かれて
いる事柄の関係もとらえやすくなります。

国語の授業の工夫

「はじめ」「中（説明）」「おわり」の「大部
屋」に文を分け，それぞれの「部屋」を「小部
屋」に分けながら，内容を把握します。

3年「⾔葉で遊ぼう」の教材⽂

文の全体をとらえる（視覚化） 「読みの家」に整理する（焦点化）
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・算数の学習で大切な「既習とのつながり」を児童に意識させることが十分でないという反省からこの実
践は生まれました。教師が「まとめ」の中で児童の「振り返り」を価値付ることで，児童はその日に学
んだことを確実に理解し，次時のはじめに「前時の学び」を語れるようになっています。

ポイント 授業のはじめに「前時の学び」を語れる児童の育成（算数科）

１ 授業改善の工夫 ③

児童の「振り返り」 【事例：６年「比とその利用」】
児童：今日は比を簡単にする方法を考えました。小数

は，両方の数を１０倍にしました。分数は通分
しました。比の値を求める方法もあります。

教師：分母はそのままでいいのですか。
児童：分子がそのまま比になります。
教師：分母をそろえるということは，１つ分の大きさ

をそろえることなのです。線分図ならば，区切
り方をそろえることと同じですね。

※本時は決められた比で全体を分ける学習
児童：昨日は，比を簡単にする方法を考えました。分

数の比は分母をそろえました。これは，一つ分
の大きさをそろえるということでした。線分図
をかくときにその考え方が生かせそうです。

教師：今日の学習では，線分図を使う場面があります。
前回の考え方はどこに生かされるか意識しなが
ら学習を進めましょう。

教師の「まとめ」

「前時の学び」を語る

前

時

本
時

※本時のめあてとの整合性を見る。
※児童の考えのよさを価値付ける。

※わかったこと（すっきり），わか
らないこと（もやもや）を書く。

※本時のめあてへつなぐ。

菊池市立隈府小学校

前

時

本

時
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・根拠を明確にする個人思考の充実、山田小ミニミニ学級会等の実践による充実したグループ学習の位置
付けにより、児童の真剣に考える姿が育まれ、質の⾼い全体（⼀⻫）学習につながっています。このよ
うな質の高い協働学習により、全国学⼒・学習状況調査Ｂにおいても⼤きな成果が⾒られます。

ポイント 個人思考の場、グループ学習の場の充実による、質の高い学習

１ 授業改善の工夫 ④

個人思考の充実

○質の高い全体学習（学習の振り返り）
○真剣に考える児童の姿
○全国学⼒・学習状況調査Ｂ問題の向上

グループ学習の充実

課題について、自らの考えとその根
拠を確実に持たせる場の設定

すべての児童に説明⼒を⾝に付けさせ、考
えを関連付け、聞く⼒を育てる場の設定

山田小ミニミニ学級会等によるグループ学習⼒

個人思考 自らの考えと根拠 グループ学習 考えの関連付け

ＩＣＴ活用による全体学習個人の学習の振り返り

山江村立山田小学校
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次のページに続きます。
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Ⅴ 学⼒向上に向けた取組事例
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２ 補充学習や日々の取組の工夫
①阿蘇市立波野小学校・波野中学校

②氷川町立竜北中学校 ③天草市立本渡中学校
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・学力向上に向けた小中連携しＳＵＴの取組により，小学生にとって学習内容の理解がより深まるととも
に，学習意欲も高まっています。中学生にとっても小学生相手に分かりやすい表現となるよう，学習内
容を整理して説明する力が求められます。SUTは小・中学生双方に有効な学習です。

ポイント 学力向上に向けた小中連携SUT（Step Up Time）の取組

２ 補充学習や日々の取組の工夫 ① 阿蘇市立波野中学校
阿蘇市立波野小学校

１ 実施方法
・日時：毎週火曜日の放課後
・対象：小学校４年生～中学校３年生
・形態：小中学生混合グループ（３～４人）

●共同解決の時間
算数を中心に、県学力調査の過去問題や

全国学力・学習状況調査単元別過去問題に
取り組む。
※小学生が分からない問題を中学生が教え、説明
する時間。

●個人学習の時間
・小学生・・・担任が用意したプリント
・中学生・・・教科書ライブラリの問題
※準備された問題に個人で取組む時間。

「SUT」とは

２ 活動内容

【小学生の感想】
・問題が解けてうれしかった。
・中学生から○をつけてもらってうれしかった。
【中学生の感想】
・もっとわかりやすく説明できるようになりたい。
※学力の向上、コミュニケーション能力の向上に効果

共同解決の時間の様子
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・毎日の「朝読書」と「チャレンジタイム」で徹底した学習の基盤づくりに努めています。また，
日常の落ち着いた生活習慣や確実な学習習慣の定着に向け，「竜北中ノート」の活用や，家庭と
連携した取組も行い，地域とともにある学校づくりを推進しています。

ポイント 「落ち着いた生活」と「学習習慣」の環境づくり

２ 補充学習や日々の取組の工夫 ② 氷川町立竜北中学校

１ 朝読書（８：１５〜８：２５）
・各自が本を用意し，自分の席で黙読。

毎日の取組

２ チャレンジタイム（８：２５〜８：４０）
・学年統一した計画による，百マス計算，視写，プリ
ント学習等，基礎的・基本的学習内容を徹底。

※学習クラスマッチ（学期に１回実施）

●きまりの確認（下記を毎日自己評価し提出）
※５点固定：起床時刻，就寝時刻，学習開始時刻

登校時刻，下校時刻
※生活心得，部活規定

●学校・家庭が一体となった推進

竜北中ノート

竜北中ノート（一部抜粋）
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・生徒は，下校前に行う「自学タイム」でその日の授業を振り返り，家庭学習の計画を立てるとと
もに復習を始めます。授業の板書を工夫することで家庭学習ではポイントをふまえた復習がで
き，授業と家庭学習がリンクした学習習慣の確立につながっています。

ポイント 授業のまとめの板書で，家庭学習のポイントを確認

２ 補充学習や日々の取組の工夫 ③ 天草市立本渡中学校

「学習課題」
「まとめ」
「自学のポイント」

をプレートで提示

板書整理の工夫

「自学タイム」への効果

取りかかりがスムーズになり、
家庭学習の計画が立てやすい。

「家庭学習」への効果

その日の学習内容を、授業のね
らいにそって，ポイントを押さえ
ながら的確に復習でき、基礎学力
の向上につながる。
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３ 校内研修や教育委員会全体での取組の工夫
①山鹿市立大道小学校 ②御船町立小坂小学校

③津奈木町立津奈木中学校 ④美里町教育委員会



熊本県教育庁教育指導局義務教育課

・授業のｺﾞｰﾙで目指す具体的な姿を児童と共有し、導入のｶｰﾄﾞ学習、終末の適用問題等、すべての教科・
領域において基礎･基本の定着を重視した具体的な手立てと取組を推進しています。

ポイント 「ステップアップ授業研究」で、毎時の授業の改善を図る。

３ 校内研修や教育委員会全体での取組の工夫①

教師それぞれの強みや学びを生かした全
教科・領域の授業研究において、具体化・
焦点化した共通実践事項や手立て等を積み
上げ、実践を通して、授業力・指導力ｱｯﾌﾟ
を図る。

「ステップアップ授業研究」とは

授業における共通実践事項

１ 学習過程の確立
・「めあて」「学び合い」「まとめ」
２ 学習規律の徹底
・「ﾍﾞｰｼｯｸ４項目(座り方・挙手・返事・聞き方)」の徹底
３ 板書の工夫
・流れや思考の可視化→思考や基礎・基本の定
着に役立つ板書

○ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの視点に基づいた授業の構築○ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの視点に基づいた授業の構築
○合理的配慮の充実

山鹿市立大道小学校
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・学校の共通実践事項をもとにした授業設計カード（小坂方式）を活用することにより、全職員によ
る毎月の公開授業が可能になりました。そのことにより、本校の研究の方針に焦点をしぼって本音
で授業を語り合うことができるようになり、授業⼒の向上につながっています。

ポイント 公開授業で切磋琢磨 ⾒せ合っこ授業による授業⼒の向上

３ 校内研修や教育委員会全体での取組の工夫 ②

見せ合っこ授業
○千本ノック形式の公開授業。
○若⼿・ベテランが等しく、
授業⼒を磨き合います。

そのために
指導案を研究の視点に沿って精選した
授業設計カードを活用

○授業について日常的に語り合う職
員室の雰囲気

○本音で語り合う授業研究会

御船町立小坂小学校
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・調査結果の分析に終わらず、共通実践事項まで明確にしています。次に，確実に実践できるような手立
てを個々の職員及び職員全体で検討し，日常化を図っています。これらを繰り返すことで、全職員での
共通実践を推進し、課題改善・克服を目指しています。

ポイント 課題を重点化し、組織の活性化を図る校内研修

３ 校内研修や教育委員会全体での取組の工夫 ③ 津奈木町立津奈木中学校

「肥後っ子輝きナビ」等を活用した小問分析から見えてきた特に
課題とされる単元や指導事項等について、改善につながる授業
を実践するためのシートの作成を行い、いつ、どのようにして
実施するのかを明確にする。

課題の改善に向け、全教科・全授業で共通実践す
る内容を話し合い、実践に向けた具体的な手立てを
検討する。さらに、授業研究会では、これらの視点
で協議を深め、取組の検証を行う。

特定課題改善シート作成 課題改善に向けた共通実践

共通実践項目

課題となる
問題

特定課題改善シート

改善のため
の授業案

正答の状況

課題改善の
ポイント



熊本県教育庁教育指導局義務教育課 15

・美里町学校教育取組の方向や学力向上アクションプラン等により，教師の指導力向上，児童生徒の学力
向上に努めています。学力向上は，基本的生活習慣や学習規律の定着を基盤とし，家庭との連携や幼保
等，小中連携を実践研究事業（県指定）等を充実させ，「オール美里」で取組を進めています。

ポイント 町全体での統一した学力向上の取組

３ 校内研修や教育委員会全体での取組の工夫 ④ 美里町教育委員会

美里町学力向上プラン

学校教育
１ 教育課程の管理・運営

２ 授業改善と学力向上

３ 個に応じた指導

４ 基本的生活態度の定着

５ 継続的な取組

６ 信頼される学校・学級づくり

７ 家庭学習の指導

８ 読書活動の推進

家庭教育

１ 規則的な生活習慣の定着

２ 保護者の協力・支援

●教育審議員による授業指導訪問（年間約１３０回）
・美里町言語活動一覧表の活用
・「教えること」と「考えさせること」を明確にし
たメリハリのある熊本型授業の推進
・導入の工夫と学習の振り返りの充実
・言語活動と関連させた精度の高い評価基準の設定

●教育委員会による教科指導訪問の実施
※年１校，町内の管理職等が教科指導員
●校内研修への支援訪問

●小中連携授業改善研修会の充実
・中学校区ごとの公開授業と授業研究会（６月，１１月）

●全国学力・学習状況調査，県学力調査の分析考察と
支援指導
●学力の検証改善サイクルに沿った取組の推進指導


